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本報告書は、スポーツ庁の障害者スポーツ推進プロジェクト委託
事業として、一般財団法人全日本ろうあ連盟が実施した令和２年度
「障害者スポーツ推進プロジェクト（障害者スポーツ団体の連携及
び体制整備への支援事業）」の成果を取りまとめたものです。 
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手

続きが必要です。 

 



【現状と課題】 

デフスポーツは競技毎に多くの団体が設立され活動をしているが、パラリンピックに比べ国内で

の知名度が低いため、スポンサーが獲得できず、デフスポーツそのものに対する理解や、競技活動

や大会派遣等資金面での苦労が絶えない。 

また、専門家不在、更新の育成ができない団体も多いため、ガバナンスコードを遵守できている

団体が少ないのが現状である。デフスポーツへの国民への啓発、また、競技団体自身がスポーツイ

ンテグリティを保つため、ガバナンスコードについて一から勉強し、その支援を当団体が担うこと

が必要である。 

 

【事業概要と目的】 

①デフスポーツ団体連携推進 

連盟スポーツ委員会が中心となり、デフスポーツ団体全体と連携してポータルサイトを作成し、

活動の可視化を行うことで、デフスポーツの知名度や価値の向上につなげ、一般のスポーツ団体

や企業、ボランティアとのマッチング及び協働につなげていく。  

 

②ガバナンスコードによる体制強化 

デフスポーツ団体が順守する必要のある「スポーツ団体ガバナンスコード（中央競技団体向

け）」について、進捗状況の把握、管理、適合審査に向けての指導、改善を通し、団体運営力を

高め組織強化をはかる。 

 

③デフ競技団体の設立支援及び基盤強化 

夏季デフリンピック実施競技のうち、団体未設置の競技（ハンドボール、射撃、レスリング、

テコンドーの４競技）について、デフスポーツ団体の設立支援をはかる。中央競技団体（以下、

ＮＦ）の協力を得ながら、まずはデフの選手の発掘を行い、数年後のデフスポーツ団体設立への

道筋をつなげる。また選手やスタッフの少なく組織が脆弱な団体に対しても体制強化につながる

支援を行う。 

 

【事業の詳細と成果】 

①デフスポーツ団体連携推進 

  現状、デフスポーツに関する情報が集約されたコンテンツが少なく、知名度の向上を主なコン

テンツとした総合的なポータルサイトを構築し、デフスポーツ及びデフリンピックの啓発を行い、

デフスポーツ競技団体及び支援者・応援者を繋げていく役割を持たせた。機能として、デフスポ

ーツ競技団体同士での情報交換・連携も行えるよう、グループウェア機能も搭載している。 

 

１．ポータルサイト／構築業者：株式会社シフト 

 Deafsportal（デフスポータル）-デフスポーツの総合ポータルサイト- 

https://deafsportal.com/ 

※サイト名は「デフスポーツ」と「ポータルサイト」の造語。 

 ＜構成概要＞ 

・デフリンピック・デフスポーツの紹介、啓発 

・競技・団体紹介 



・各種大会、ニュース（注目の選手等）紹介 

・動画コンテンツ（YouTubeとのリンク） 

   ※デフスポーツの魅力を引き出すような大きなバナー・動画コンテンツを配置可能 

・パソコン・スマートフォンからも閲覧可能なレスポンシブデザイン 

・文字の大きさ、色を変えられるユニバーサルデザイン対応 

・各種ＳＮＳとも連携し、情報が拡散できるようシェアボタンを配置 

 ⇒上記サイトは、レンタルサーバーを契約し、独自ドメイン「deafsportal.com」を取得。全

日本ろうあ連盟スポーツ委員会運営ではあるが、前面には打ち出すことをせず、一般向け

に広く啓発できるものとした。 

 

２．グループウェア／構築ソフト：NetCommons（ＣＭＳツール） 

デフスポ競技団体・スポーツ委員会の情報共有サイト 

  https://group.deafsportal.com/ （関係者専用・ログインが必要） 

 ＜機能概要＞ 

・カレンダー、ToDoリスト、ファイル共有、掲示板、アドレス帳 

 全日本ろうあ連盟スポーツ委員会及びデフスポーツ競技団体同士の情報交換はこれまでメー

ルが主だったが、メールの数が多く、情報共有に限界を感じていたため、グループウェア機

能を導入し、活用していく。 

  

３．「デフスポータル」開発担当業者について 

   当初、「WordPress」等無料ＣＭＳを使ったコンテンツを検討し、複数業者（３者）に見積も

り・提案依頼を行った。その結果、無料ＣＭＳを使って構築する業者が金額的には安いというこ

とがあったが、セキュリティ面や多くの開発実績があり、サポート体制も充実している株式会社

シフトの独自ＣＭＳ「SITEMANAGE」を利用することとした。 

https://www.sitemanage.jp/ 

導入企業一覧｜CMSパッケージならSITEMANAGE 

https://www.sitemanage.jp/works/corp.php 

・打ち合わせ・仕様決定に向けての株式会社シフトとの協議 

  7月31日(金) ＣＭＳパッケージの説明（オンライン） 

  8月17日(月) 構成案と価格の提案（オンライン） 

  （業者決定） 

  9月9日(水) サイト構成についての方針打ち合わせ（事務所） 

  9月30日(水) サイト全体デザイン確定、仕様詳細打ち合わせ（連盟事務所） 

  10月12日(月) サイト詳細ページ構成協議（連盟事務所） 

  10月20日(火) 最終仕様確認・レビュー、作業内容確認（連盟事務所） 

  10月30日(金) コンテンツ仕様のための素材提出 

  12月3日(木) サイト外側完成、操作レクチャー（連盟事務所） 

  ※その他、先方からの連絡ツールを使用し、詳細を再打ち合わせ 

  2021年1月～3月 データ入力（業者・連盟事務局） 

  2021年３月 サイト公開（随時更新） 

 



 

「デフスポータル」トップページ デフスポ競技団体・スポーツ委員会の情報共有サイト 

 

②ガバナンスコードによる体制強化 

  2020年度から開始された「スポーツ団体スポーツガバナンスコード」はデフスポーツ団体（Ｊ

ＰＣ加盟団体）にも適用される。デフスポーツ団体の多くは組織運営や事務局体制がぜい弱なで

あり、ガバナンスコードの遵守についての組織力向上のため、専門家の支援を受け、手話言語に

よるヒアリング及び手話言語通訳を介した研修会を行いました。 

 

１．専門家の選定 

  公益財団法人日本障がい者スポーツ協会のガバナンスコード担当者と協議し、専門家を紹介し

ていただいた。「ガバナンスコード」制定に深く携わった専門家でありＴＭＩ総合法律事務所所

属の小塩康祐弁護士に監修を依頼した。 

  競技団体により、特性（団体競技や個人競技、団体の規模等）が違うので、モデルを作るのは

難しく、団体の実状を知り、数回に分けて講習会を行った方が良いとの知見をいただいた。 

  

２．デフスポーツ競技団体へのヒアリング 

  デフスポーツ競技団体へ、「スポーツ団体ガバナンスコード」に対する理解や遵守状況、団体

運営等についてのヒアリングをスポーツ委員が手話言語にて行なった。なお、コロナ禍であるこ



とを踏まえ、ヒアリングは全てオンラインで実施した。なお、事前に「Googleフォーム」を活用

し事前アンケートを行い、ヒアリングはそのアンケートに沿って実施した。 

※「スポーツ団体ガバナンスコード」の対象であるＪＰＣ加盟団体だけでなく、全体的な組織向上

を目指すため、ＪＰＣ加盟団体ではないものも対象としている。 

 

＜ヒアリング内容＞※各団体１時間～１時間半程度 

 ・ガバナンスコードへの理解度・遵守状況 

 ・不明な点、遵守できない点について 

 ・「適合性審査」「自己説明の公表」に向けて 

 ・（ガバナンスコードにかかわらず）現在の競技団体運営において不安なこと 

 

＜スケジュール＞20団体にヒアリング （）内は対応したスポーツ委員の人数 

9月10日（木）一般社団法人日本ろう者テニス協会（３名） 

9月10日（木）一般社団法人日本ろう自転車競技協会（３名） 

9月15日（火）日本デフオリエンテーリング協会（２名） 

9月15日（火）一般社団法人本ろう者スキー協会（２名） 

9月17日（木）一般社団法人日本ろうあ者卓球協会（３名） 

9月17日（木）一般社団法人日本デフバレーボール協会（３名） 

9月17日（木）一般社団法人日本デフバドミントン協会（２名） 

9月17日（木）一般社団法人日本デフサーフィン連盟（２名） 

9月17日（木）一般社団法人日本ろう者ボウリング協会（４名） 

9月24日（木）一般社団法人日本ろう者水泳協会（２名） 

9月28日（月）一般社団法人日本ろう者サッカー協会（３名） 

9月29日（火）一般社団法人日本デフセーリング協会（３名） 

10月5日（月）特定非営利活動法人全日本聴覚障害スキー指導員会（３名） 

10月6日（火）一般社団法人日本デフビーチバレーボール協会（２名） 

10月6日（火）特定非営利活動法人日本聴覚障がい者ラグビーフットボール連盟（３名） 

10月9日（金）一般社団法人日本ろう野球協会（４名） 

10月9日（金）日本ろう者ソフトボール協会（４名） 

10月15日（木）特定非営利活動法人日本デフゴルフ協会（３名） 

10月15日（木）特定非営利活動法人日本デフバスケットボール協会（３名） 

10月19日（月）一般社団法人日本デフ陸上競技協会（４名） 

10月27日（火）一般社団法人日本ろう野球協会（役員が多いため２回目）（３名） 

 



＜Googleフォームを活用した事前ヒアリングシート＞ 

  



 
 

 

 

 



＜ヒアリングの様子＞ 

  

 

 

 

＜全体の傾向・課題＞ 

・外部委員の選出（どこの誰にお願いしていいか分からない）に苦労している。 

・デフは小規模団体なのに、聞こえる団体等と同じコードを適用するのは荷が重い。 

・理事はボランティアなのでなり手がいない、女性委員がいない、委員の兼任の難しさ。 

・専門家（弁護士・公認会計士等）や聞こえる人との繋がり（手話言語通訳等）。 

  

＜専門家との協議＞ 

・ガバナンスコードを規制と捉えるのではなく、意識改革のきっかけにしてほしい。 

・理解しているつもりでも実際の捉え方は団体によって違う。 

   ⇒理念を伝え、質疑応答をメインとしたオンライン講習会を実施することも確認。 

 

３．「ガバナンスコード」についてのオンライン講習会 

＜研修のねらい＞ 

・「ガバナンスコード」とは団体を縛るものではない。 

  ・コードの遵守を今後の団体運営の基盤強化のきっかけと捉える 

  ・事例に基づいてポイントを具体的に説明 

（講師が統括団体のアドバイザーをしている関係で、個別団体の具体的な内容に関する質問は

受けないこととした） 



  開催日時：2021年２月３日（水）、及び２月４日（木）（全２回） 

  方  法：オンライン（ZOOM） 

  講  師：小塩康祐弁護士 

  内    容：ガバナンスコードの原則・理念の説明、団体からの質疑応答 

  情報保障：手話通訳付 

  参加団体：２月３日（水）…12団体（24名） 

       ２月４日（木）…７団体（13名） 

 

＜研修の様子＞ 

 

 



 
 

 

 

＜参加者からの意見＞ 

 ・理事の構成（特に女性理事と弁護士や会計士などの選定と委嘱）に関する質問が多かった。 

 ・講習会の内容は良かった。専門家の話が分かりやすい。 

 ・自己説明の公表を作成中だが、具体的な目標が立てづらい。 

 ・専門家との繋がりについて知りたい。 

 ・今後もこのような講習を続けてほしい。 

※資料と説明の手話言語通訳を同時に見るのが難しいという声があったので、１日目終了後、講

師の許可を得てスポーツ団体の範囲で資料を共有した。 

※オンラインでの手話言語通訳を付与しての配信については、資料の見せ方や専門用語の問題な



ど、今後の講習開催にあたって参考になった。 

 

４．オンライン講習会のアーカイブ配信 

当日参加できなかった団体や復習のために、講師の許可を得た範囲で、２日間の講習会の内容に

ついて、YouTube限定、期間限定（2021年３月10日（水）までアーカイブ配信を行った。 

   ２月３日（水）分…視聴回数38回 ２月４日（木）分…視聴回数25回 

 

③デフ競技団体の設立支援及び基盤強化 

  当初はデフスポーツ団体が設立されていない４競技団体について、ＮＦと関係を作り、選手発

掘に向けてのイベント開催・競技団体設立に向けて取り組むと計画に記載した。しかし、東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会の延期、また、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、スポーツ団体（ＮＦ）もその対応に追われている状況、またコロナ禍でのイベントの開催は

困難だった。 

  代替として、国内での「デフリンピック（デフスポーツ）」への関心を高める「デフリンピッ

ク・ムーブメント」を起こすため、関係者でオンライン会議を開催した。 

 

 １．デフリンピック・ムーブメント会議の開催 

  開催日時：2021年３月26日（金） 

  開催方法：オンライン（ZOOM）  情報保障：手話言語通訳付 

  参 加 者：「デフリンピック・ムーブメント推進マネージャー」９名（連盟各ブロックに設置）、

連盟加盟団体の体育部長・デフスポーツ競技団体担当者 合計45名 

＜デフリンピック・ムーブメント推進の目的＞ 

・2025デフリンピック日本招致及び2022年に開催される第24回夏季デフリンピック競技大会

に向けて国民や仲間たちの関心を高め、大きなデフリンピック・ムーブメントを全国各地で

発展させていく 

・デフリンピック準備室及び連盟スポーツ委員会、推進マネージャーや推進委員による体制を

構築する 

・全国手話言語市区長会等、関係団体と協働していく 

 ＜主な内容＞ 

  ・2021年１月18日（月）に実施したデフリンピック準備室会議の報告 

  ・第24回夏季デフリンピック競技大会（2022年5月、ブラジル）について 

  ・デフリンピック・ムーブメント推進について 

  ・連盟加盟団体及びデフスポーツ競技団体との連携体制について意見交換 

  ⇒オンライン、かつ、限られた時間内だったが、関係者が手話言語を用いて情報共有・意見交

換ができたことは大変有意義であり、デフスポーツ・デフリンピック啓発及び「デフリンピ

ック・ムーブメントの推進」に弾みをつけることができた。 

 ＜今後の課題＞ 

  ・コロナ禍が続く中でのＮＦとの連携、選手発掘⇒強化にどう繋げていくか。 

 ＜報告サイト＞ 

デフリンピック・ムーブメント会議を開催（全日本ろうあ連盟Webサイト） 

https://www.jfd.or.jp/2021/03/31/pid21797 



 

 

 


